
事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ●計画 ○非計画

（ ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

20

経過

終期設定

部課名
担当者名

目的

対象者
等

内容

224

  小中学生が乳幼児とのふれあいを通じて、子育ての楽しさや生命の尊さ等を体験し、子育てに希望のもてる大人へと成長でき
るよう、乳幼児と、小中学校生徒との交流事業を実施する。

　ふれあい館やひろば館で実施している「幼児タイム」に参加している乳幼児と、小中学校の児童生徒

　・各ひろば館で、夏休み等を利用し、館の幼児タイム参加の親子と近隣の小中学校へ呼びかけ、参加者を集めて小中学生と
乳幼児の交流を図る。

　平成１６年度に次世代育成支援行動計画の中で、次世代育成について、ひろば館やふれあい館で支援することのできる事業
を検討し、新生プランに新規事業として組み入れ、平成１７年度は尾久ひろば館で試行。
　１８年度から南千住・花の木・町屋・尾久・西日暮里（２０年度廃止）の各ひろば館で実施。

22
14年度

実施回数
事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

434

434
434

434

6,418

1,269
1,172
5,246

6,418
65

2,319

233
184

2,135

2,319
25

2,155

0
0

2,155

2,155
25

0 0

0

開始年度

（単位：千円）
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

1直営

実施基準

0

課長名

年度平成昭和 根拠
法令等

18

小中学生と乳幼児との交流
子育て支援部　児童青少年課

伊田　正通

分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

　小中学生と乳幼児との交流事業費（20‐16‐50‐01）

事務事業の種類

年度

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

0一般財源
その他（特定財源）

合計（①＋②）

　核家族化、少子化が進む中で、小中学生と乳幼児が交流し、子育ての楽しさや生命の尊さを体験することは、子育てに希望
を持てる大人へ成長するうえで必要である。

必要性

実施
方法

14年度 15年度 20年度19年度

内線 728

　夏休みを中心に実施する
　　・保護者には交流の主旨を説明し協力してもらいながら、保護者・中学生間の交流を図る。
　　・具体的には一緒におもちゃで遊んだり、保健所とのタイアップ事業があれば計測の手伝いをしたり、受付時に母親
　　　を手伝い赤ちゃんを抱っこしたりあやしたりする。
　　・紙芝居などの発表にも関わりをもってもらう。

新規事業 20年度 19年度

計画区分

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

小泉　みほ

18年度17年度16年度

①決算額（20年度は見込み）
②人件費

都（特定財源）
国（特定財源）

実
績
の
推
移

予算額

0
【事務分担量】（％）

08-02-05



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状
況

（
要
旨
）

主な事項 金額（千円）

ボランティア保険料13
171

他
区
の

実
施
状
況

未実施実施

サマーボランティアに参加する小学生による事業での検
証

小学生の参加実施を促進できる。

小　5校
中　10校

463 400

4 22

基本プログラムの作成（年間を通しての展開） 効果的な交流が期待できる。（学校との連携）

改善により期待する効果

事業を安定して実施できる。

平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

今後の課題
・交流時間が短いため、お互いが慣れるまでには至らないケースがある。学校との連携を図り、年間を通しての事業展開が必要であ
る。
・援助、指導のできる職員の育成と基本プログラムがない。
・小学生参加の検証が必要である。
・ふれあい館整備にともない、ふれあい館での事業展開が必要である。

502
役務費

平成19年度（決算）
金額（千円）

節・細節
金額（千円）主な事項

平成20年度（予算）

消耗品購入一般需用費

事務用備品 647
4823

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

消耗品購入 386
ボランティア保険料

消耗品購入
ボランティア保険料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

参加小中学校数

予
算
・
決
算
の
内
訳

20

750 延べ参加数

小　5校
中　9校

実施回数

小　0校
中　4校

小　4校
中　9校

小　5校
中　9校

133 486

22

推進

前年度設定

参加親子（組）

子どもに子育てを体験させる意味で優先度が高い。

問題点・課題の改善策検討

10 12

乳幼児事業との調整による参加者の確保

25

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

08-02-05



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）2一部委託　　　　　　　　　）

経過

1,232

　区立小学校の児童が、日頃学校で経験することのできない自然豊かな海辺で規則正しく生活しながら、
伊豆地方の地形、産業、海辺の動植物等の観察及び学習並びに水泳を中心とした心身の鍛練を行うことに
より、体力向上を図るとともに、豊かな情操を養うことを目的とする。

　区立小学校５年生の児童
　なお、小規模校は４・５年生合同参加（清里高原学園と交互に実施）

■　夏期休業中、２泊３日で下田臨海学園に宿泊し、外浦海岸海水浴場で水泳を行うほか、海辺での自然
　観察、磯遊び、レクリエーション等を行う。

■　小規模校が隔年参加となるため「２１校実施の年度」と「１７校実施の年度」があり、年度により
　予算額が変動する。

昭和43年　下田市から旧柿崎小学校の施設を買収し、「下田臨海学園」を開設。当時は中学校のみ利用
昭和48年　小中学校合同利用開始
昭和63年　施設を改築
平成10年　利用対象を小学校のみに変更
平成20年　管理人業務及び遊泳監視業務の一部を委託化

目的

対象者
等

内容

17

（単位：千円）

実
績
の
推
移

1,312
21

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

24,338

参加校 18
1,035
1717

940 1,281
21

1,156
21

14年度
参加人員 976

事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

2,218
57,264

59,482
59,482

59,482

2,260
39,025

41,063
34,880
6,405

41,285
75

1,708
23,554

26,367
22,700
2,562

25,262
30

2,123
23,944

29,488
22,619
3,448

26,067
40

20,359
1,660

22,019

2,026
23,325

荒川区立夏期学園条例
根拠
法令等

43

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

管理費（42-12-25-01）　給食賄（42-12-50-01）　運営費（42-12-75-01）

事務事業の種類

課長名

2,377
21,961

都（特定財源）

　夏期休業中の実施であるため児童は任意参加だが、例年９割以上が参加
　児童参加率は高く、各学校の取組みも積極的であり、事業の必要性は高い。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
25,351

①決算額（20年度は見込み）
予算額

24,338

29,071

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局学務課

内線 3332矢部　進一

　夏期施設期間中は、教育委員会職員が交代で常駐。遊泳監視員は、各学校の教諭から希望者を募り編
成。なお、平成20年度から５人枠のうち３人（19年度までアルバイト）を委託化した。常駐看護師、給食
賄は、業務委託により実施。19年度末で住み込みの管理人が退任したため、管理人業務は、20年度から委
託化した。

担当者名
　下田臨海学園

新規事業 20年度 19年度

計画区分

三枝　直樹部課名

25,351
27,11330,849
22,019

18年度17年度16年度15年度

12-03-32



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

交通費補助金 3,882交通費補助金 3,070 交通費補助金 4,059

3,178
電気・水道・ガス等

焼もの機等

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

■　平成２０年度から管理人業務を委託化した。本年度の運営状況を見て契約内容見直しなど、管理運営
　方法について検討が必要である。

■　昭和６３年の改築以来、施設の老朽化と設備の経年劣化が進んでおり、計画的な修繕や更新の検討が
　必要である。

費用対効果が向上する。

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

非常用放送設備改修 8,521

電気・水道・ガス等
2,192

給食業務、設備保守

管理用諸経費

節・細節

2,331

平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

3,526

21,765

管理人報酬 0
用務員雇用

管理人報酬

事務従事
児童引率

3,233

0
遊泳監視員 0
事務従事 708
児童引率

用務員雇用

電気・水道・ガス等
18

3,030
管理用諸経費 1,315

給食業務、設備保守

357
62
524
310

児童引率 14
事務従事 792
遊泳監視員 667

主な事項
381
82

金額（千円）

報酬
一般賃金
報償費

管理人報酬
用務員雇用
遊泳監視員

特別旅費
職員旅費

光熱水費

工事請負費

備品購入

一般需用

委託料
使用料及び賃貸料

負担金補助及び交付金

2046

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

参加者１人当たり経費
（単位：千円）

19 23 30

推進

前年度設定

水泳を中心とした心身の鍛錬は学校では体験できないものであり、優先度
は高い。

問題点・課題の改善策検討

14

管理運営業務の契約内容を整理する。

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

　大規模修繕に向け施設及び設備の点検を行う。 　管理運営に要するトータルコストを再確認する。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

17年度 18年度 19年度 20年度

一般財源/参加人員

1,507

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

外壁改修

11,204 給食業務、設備保守

管理用諸経費

18,686
役務費 清掃手数料・電話料 691 清掃手数料・電話料 728 清掃手数料・電話料 938

9,203
温泉使用料等 2,812温泉使用料等 2,395 温泉使用料等 2,706

12-03-32



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○ 建設事業 ● それ以外の継続事業
● ○
○ 有● 無
○ 法令基準内 ○ 都基準内 ○ 区独自基準 ○ 計画 ● 非計画

（ ） （直営の場合 ○ 常勤 ○ 非常勤 ○ 臨時職員 ）

経過

終期設定

2一部委託

21
1,300

林間学校において、学校での日常の教育ではなしえない自然や動植物を愛する心を養い、現地の地理や歴史な
どの学習の向上を図るとともに、宿泊による共同生活によって自立的な精神を育て、協調性や社会性を養う。

小学校４年生　　※４年生の児童数の少ない学校は４・５年生合同参加
（４，５年合同実施校は、下田臨海学園と交互に実施。①二峡、二日　②二瑞、六瑞、三峡、九峡、一日、六
日）

◆　毎年度、実施要項を定めるとともに、実施説明会を開催。また、６月中旬には、安全確認、適切な指導を
目的に、担当校長と各校の担当教員、学務課職員により実地踏査を行い、現地施設や見学場所の状況、ハイキ
ングコースの状況等を確認している。

◆　清里周辺には、自然や動物、昆虫をテーマにした施設があり、学校は、こうした施設を見学するほか、レ
タスや桃の収穫体験等を行っている。また、ハイキングコースを歩いたり、現地施設のそばで川遊びを行った
りしている。夜は、キャンプファイヤーや花火、レク活動を行っている。

小学校の林間学園は、昭和４０年度から昭和５５年度まで、区立那須高原荘にて実施。しかし、那須高原荘が
区民保養所になることとなり、山梨県の清里高原にあらたに施設を設置することとなる。昭和５６年６月、建
築工事に着手、昭和５７年に１２月に竣工。昭和５８年４月に「清里高原少年自然の家」が開設となった。な
お、昭和５６、５７年度は、那須山水閣において林間学園を実施した。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

17
1,097

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

16,021

参加児童数 1,194 1,256
21

1,309
21 17

984
17

956

14年度
参加学校数 22

事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

20,713

20,713
20,713

20,713

15,899

16,612
14,191
1,708

15,899
20

18,802

21,113
17,094
1,708

18,802
20

16,005

15,846
13,850
2,155

16,005
25

16,766

16,766

14,893

荒川区立夏期学園条例
根拠
法令等

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

給食賄（42-24-25-01）参加児童交通費（42-24-50-01）運営費（42-24-75-01）

事務事業の種類

課長名

16,021

都（特定財源）

自然の中での野外活動、集団体験活動が子ども達に不足していると言われて久しい中、これらを行うことがで
きる事業として、事業の価値はますます高まっている。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
14,893

①決算額（20年度は見込み）
予算額

16,021

17,228

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局学務課
内線 3333藤田　知子

◆ 各学校が事業実施。開設・閉設時は、学務課職員が現地に赴き、調整を行う。期間中は、施設の管理業者
が補助。
◆ 現地の常駐看護師は、平成１６年度から「看護業務委託」の形となっている。

担当者名
清里高原学園

新規事業 20年度 19年度

計画区分

三枝直樹部課名

14,893
18,31517,452
16,766

18年度17年度16年度15年度

12-03-33



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施５区の内訳　①小・中学校とも夏期施設未実施→１区（杉並区）　　②小学校の夏期施設なし→１区（練
馬区）
③小学校は臨海学園のみ実施→３区（千代田区、中央区、中野区）

未実施実施

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

40
現地看護業務

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

現地看護業務

節・細節

しおり経費
応急治療費

使用料及び賃貸料

職員旅費
特別旅費

バス、施設使用料ほか
実地踏査、開設・閉設
実地踏査、児童引率

408

16,622

応急治療費 13
しおり経費 60
実地踏査、児童引率 0

13,642
68

金額（千円）主な事項
平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

518

バス、施設使用料ほ 18,909
実地踏査、開設・閉

バス、施設使用料ほ
102

実地踏査、児童引率 1,037
しおり経費 107
応急治療費

実地踏査、開設・閉

現地看護業務
7

341

48
0

77
役務費
一般需用費

委託料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

児童１人あたりコスト（円） 14,934 総経費／児童数14,364 14,364 14,445 14,445

推進

前年度設定

高原の自然や天体観測など都会では体験できないものである。移動教室と
役割分担を図りつつ推進していく。

問題点・課題の改善策検討

17 5

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

12-03-33



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○ 建設事業 ● それ以外の継続事業
○ ●
○ 有● 無
○ 法令基準内 ○ 都基準内 ● 区独自基準 ○ 計画 ● 非計画

（ ） （直営の場合 ● 常勤 ● 非常勤 ○ 臨時職員 ）

18年度17年度16年度15年度

109
120124
118

担当者名
一輪車大会

新規事業 20年度 19年度

計画区分

宮腰 肇部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 ３３５１市山 正昭

①決算額（20年度は見込み）
予算額

124

131

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

平成１９年度の第１７回大会は、３００名を超える応募があり、根強い人気がある。また、普段の練習の成果
を大舞台で発揮し、友人とともにレース結果に喜んだり泣いたりすること等が、子どもたちの健やかな成長に
大きく寄与している大会であるため必要性は高い。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
0

109
0
0
0

124一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

一輪車大会(44-15-66-01)

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

根拠
法令等

3

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度

0

118

0
0
0

118

0
109

0
810

120
120
690

810
8

0
0

0
1,135

120
110

1,025

1,135
12

0
0

0
1,238

208
189

1,049

1,238
13

0
230

230
230

230

20年度

00
00

19年度

18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度14年度
区立参加小学校数（校） 22

事項名
21

151
23

22 21
162
23 23

22
268
23＊区立小学校数

159
24 23

170

　12～14年度24校、15～18年度～23校

（単位：千円）

実
績
の
推
移

22
288

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

124

参加者(人)

①区内小学生が日頃取り組んでいる一輪車の大会を行うことにより、校庭利用の活性化や子どもたちの健やか
な成長等に寄与する。
②練習成果を発揮したり、チームで競技に取り組む充実感を体験したりすることにより、向上心や、新たな仲
間づくりの気持ちを高め、子どもたちの健全育成に寄与する。

区内在住・在学の小学生（１～６年生）
大会ボランティアとして、中・高校生

＜平成２０年度（第１８回）予定＞
【日時】平成２０年９月２０日（土）午前９時～午後１時
【会場】区民運動場

＜平成１９年度（第１７回）実績＞
【日時】平成１９年９月１５日（土）午前９時～午後１時３０分
【会場】区民運動場
【種目】①まっすぐ５０ｍ走　②まっすぐ１００ｍ走　③トラック１周２００ｍ走
　　　　④スラローム（中級）　⑤障害物走　⑥４００ｍリレー
【運営】運営者数73人（内訳⇒青少委35、職員10、体指13、荒青連5、荒少連シニア5、ボランティア5）
【概況】申込者317人（区立小学校全校から参加申込みがあった。 区外小学校の児童9人）

S63　青少年委員連絡会は「子どもと楽しく遊ぶ研修会」の一環として、「一輪車の乗り方教室」を実施。
H3　「第1回荒川区一輪車大会」の開催に至り、大会は、平成２０年度で第１８回目である。
H12　一輪車大会とリバーサイドマラソンは、体育指導委員と事業協力して実施することとなった。
H14　東京都トラック協会荒川支部青年部により、平成１４年度から参加賞などの購入経費について協賛を受
けている。（１９年度：①参加賞「ペットボトルケース」②銀メダル③ゼリー）

目的

対象者
等

内容

23

1直営

23
300

経過

終期設定

12-04-01



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

推進

前年度設定

区立小学校参加率(％)

子どもの健やかな成長に寄与している。

問題点・課題の改善策検討

0 22

大会前に行う運営者打ち合わせ会へ、学校関係者に出席
してもらう。

80 大会当日運営者数

大会当日参加者数

100.0 参加校数／区立小学校数

運営者数(人)

162 268 288 300

91.3 95.7

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

参加者数(人) 300

95.7 100.0

69 92 73 80

運営者賄14
96

66
事務用用品等 148

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

看護師謝礼 16
運営者賄

平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）主な事項

事務用用品等 127
62

節・細節

食糧費
一般需用

運営者賄
事務用用品等

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

事業についての理解を深めることができる。

　過去に選手として参加した中高生に運営ボランティア
としての参加を働きかける。

選手へのケアの強化及び、次世代運営者の育成がで
き、大会当日の運営を円滑に行える。

役割分担やタイムスケジュールの見直しを行う。
より効率的な運営が可能となり、参加者増に対応でき
る。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

＜参考＞足立区には、体育協会の構成団体として足立区一輪車連盟があり、毎年1月に「全日本一輪車大会」を
主催している。レースは「小学生」「中学生」「一般」の部により行われており、以前には、本区の小学生も参
加したことがある。

未実施実施

①参加者の増加に伴い、競技に要する時間が延伸するため、より効率的な運営が必要である。
②全小学校が参加する大会として定着させていくため、競技ルールや大会の周知に際して、学校との連携が必要
である。
③運営者の育成等、運営体制の強化が必要である。

12-04-01



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

18年度17年度16年度15年度

1,271
1,7421,272
1,741

少年キャンプ　主催：荒少連　後援：荒川区教育委員会　協力：青少年委員連絡会
子ども会大会　主催：荒少連　後援：荒川区教育委員会　協力：青少年委員連絡会
キャンプには、課長・担当・社会教育主事が参加

担当者名
少年キャンプ研修会・子ども会交流育成
事業

新規事業 20年度 19年度

計画区分

宮腰　肇部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 ３３５５荒川輝雅

①決算額（20年度は見込み）
予算額

1,270

1,271

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

子どもたちが協力して自ら身の回りのことを処理したり、野外活動やウォークラリー等に参加したりすること
は,社会性の欠如や体験の不足が叫ばれる昨今の子どもたちにとって有意義かつ貴重な体験である。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
1,271

1,270一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

少年キャンプ研修会・子ども会交流育成事業（４４－４５－５０－０１）

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

荒川区社会教育団体補助金交付要綱
荒川区補助金等交付要綱

根拠
法令等

41

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度

1,741

1,741

1,271 1,164

1,278
992
172

1,164
2

2,735

1,297
1,270
1,465

2,735
17

2,302

1,278
1,277
1,025

2,302
12

1,278

1,278
1,278

1,278

20年度19年度

18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度14年度
キャンプ参加者(児童・生徒) 73

事項名
80
114

102 77
144

52
121160 248

（単位：千円）

実
績
の
推
移

63
159

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

1,270

子ども会大会参加者(児童・生徒・育成者)

集団生活、野外生活を通して子どもたちが協調性、生活能力、チームワークを学習する機会を提供し、また、
異年齢のグループ活動を通してリーダーの養成を図る事業を支援する。

荒川区少年団体指導者連絡会（以下「荒少連」と略す）

少年キャンプ（チャレンジキャンプ）　小学3年生～中学3年生「チャレンジ共和国」参加者を優先。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２～３回の事前準備会において班での役割等を決定する。
平成19年度　１場　所　国立那須甲子青少年自然の家　ロッジ
　　　　　　２期　間　８月17日（金）～19日（日）
平成20年度　１場　所　国立那須甲子青少年自然の家　本館
　　　　　　２期　間　７月25日（金）～27日（日）
子ども会大会　　子ども会に加入している小学生、チャレンジキャンプ参加者
　　　　　　　　各子ども会やチャレンジキャンプ参加者を対象に荒少連が直接参加者を募集する。
平成19年度　１場　所　荒川地区ウォークラリー、カレーうどん作り
　　　　　　２実施日　11月25日（日）
平成20年度　１場　所　未定
　　　　　　２実施日　11月30日（日）

昭和38年度～子ども会大会を実施
昭和41年度～少年団体指導者（リーダーキャンプ）研修会
昭和62年度～「チャレンジキャンプ」としてリーダーキャンプを同時に実施
平成７年度～子ども会大会でウォークラリーを実施
平成12年度～荒少連の自主事業としてキャンプと子ども会大会を実施。

目的

対象者
等

内容

1直営

80
150

経過

終期設定

12-04-02



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

推進

前年度設定

キャンプ参加育成者数（名）

子どもに野外活動等を行う機会を提供し、優先度が高い。

問題点・課題の改善策検討

22

20

30

キャンプ参加シニアリーダー
（名）

77 52 63 80

20 34

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

キャンプ参加者数（名） 100

38 30

5 6 10 14

少年キャンプ事業補助1,227
13
20

1,230
職員参加負担金 18
子ども会大会事業補助 20

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

職員旅費 10
少年キャンプ事業補助

職員旅費

平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）主な事項

10

子ども会大会事業補助 20
職員参加負担金 18

10
1,230

節・細節

子ども会大会事業補助

旅費
負担金補

職員旅費
少年キャンプ事業補助

職員参加負担金

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

自然まるかじり体験塾やワールドスクールなど、他の宿
泊研修と日程が重ならない時期（７月後半頃）にキャン
プを行い、参加者数を増やす。

キャンプの楽しさや充実感をより多くの参加者に伝え
ていくことができる。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

キャンプでは１００名の参加を目標としているが、日程が自然まるかじり体験塾やワールドスクールとぶつかっ
てしまい、ここ数年参加申込み数が少ない。

12-04-02



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○ 建設事業 ● それ以外の継続事業
● ○
○ 有● 無
○ 法令基準内 ○ 都基準内 ● 区独自基準 ○ 計画 ● 非計画

（ ） （直営の場合 ● 常勤 ○ 非常勤 ○ 臨時職員 ）

145名

180名/8校

18年度17年度16年度15年度

875
1,2241,407
1,002

「チャレンジ共和国」　共催：荒川区教育委員会、荒少連　協力：青少委
「少年少女体験教室」　主催：荒川区教育委員会、都立荒川工業高校、協力：都立産業技術高専（航空高専）
「中学生ロボコン」共催：荒川区、北区教育委員会、自然科学フォーラム　協力：都立産業技術高専(航空高専）
「合宿通学」主催：合宿通学実行委員会
「中高生リーダー宿泊研修」共催：荒川区教育委員会、荒少連

担当者名
少年教室

新規事業 20年度 19年度

計画区分

宮腰　肇部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 ３３５５荒川輝雅

①決算額（20年度は見込み）
予算額

747

948

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

体験の不足などにより集団行動が苦手で協調性に欠ける子どもが増えている中、子どもの体験する機会を増やし、興味や関心を広
げるためにも必要である。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
875

747一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

少年教室（４４－５０－５０－０１）

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

根拠
法令等

59

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度

1,002

1,002

875 8,275

1,424
949

7,326

8,275
85

9,926

1,334
962

8,964

9,926
104

6,338

1,334
1,043
5,295

6,338
62

1,334

1,334
1,334

1,334

20年度19年度

18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度14年度
チャレンジ共和国 127名

事項名

小年少女体験教室 179名
140名

59名
173名/7校

257名
139名 154名

61名
181名/8校

223名 166名
134名

44名
188名/8校

75名 95名

合宿通学
47名

146名/6校 185名/9校
73名

中高生リーダー宿泊研修

（単位：千円）

実
績
の
推
移

129名

50名

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

747

中学生ロボコン

日頃自ら物を作ったり、汗をかくという直接体験が不足しがちな現代の子どもたちを対象に学校や家庭では体験できない
様々な体験教室を開催し、発見の喜びや「自主性・創造性」を伸ばす機会を提供する。
また異学年交流や学校以外の友達をつくり、地域での自発的な活動の基礎とする。
１チャレンジ共和国　エンジョイコース区内在住在学の小3～小6　マスターコース同中学生・希望する小6
２少年少女体験教室　区内在住在学の小学生
３中学生ロボコン　区内在住在学の中学生
４合宿通学　実施小学校の4～6年生
５中高生リーダー宿泊研修　区内在住在学の中学生・高校生

１チャレンジ共和国　荒川区少年団体指導者連絡会（以下「荒少連」と略す）や荒川区青少年委員連絡会（以下「青少
委」と略す）との企画会議で内容を決定
　平成20年度・エンジョイコース（定員100名）  The Game、SUITON、The Cooking、The 作って Ranking
　・マスターコース（定員20名）　The Game、UDON、The Cooking、The 作って Ranking
２少年少女体験教室　都立産業技術高専（航空高専）や荒川工業高校の協力により実施
　平成20年度　8月23日、親子でペットボトルロケットを作って飛ばそう（定員40組×2回開催・都立産業技術高専）
　　　　　　　7月29日、荒工おもしろ教室（定員3コース計75名）サンドブラストでコップ作り
                       電子工作（ボイスレコーダ）作り、パソコンでうちわ作り
３中学生ロボコン（定員50名）　ロボット製作・競技会。北区と共催、都立産業技術高専（航空高専）が指導協力
　平成20年度　平成20年12月～平成21年1月を予定（全７回）荒川区産業展でロボットコンテスト実施
４合宿通学　汐入小、峡田小、二峡小、三峡小、七峡小、尾久小、尾久宮前小、二日小の計８校が実施
５中高生リーダー宿泊研修　中学生・高校生が地域の中で主体的な活動ができる力をつけるため、20年度より実施

・少年教室（チャレンジ共和国）:昭和59年～
・少年少女体験教室　：平成5年～
・荒工おもしろ教室：平成12年度～
・ペットボトルロケット（高専おもしろ教室）：平成13年度～
・中学生ロボコン：平成13年度～
・合宿通学：平成11年より試行的に実施、平成13年より実行委員会形式で実施
・中高生リーダー宿泊研修：平成20年度より実施

目的

対象者
等

内容

8校

1直営

191名

50名

経過

終期設定

12-04-03



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

④

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

155 155 参加者数(目標値は定員数)
少年少女体験教室(荒工おもしろ教室・
ペットボトルロケット)(名) 166 75 95

31 チャレンジ共和国 64
中学生ロボコン 117 中学生ロボコン 139 中学生ロボコン 120

一般需用 チャレンジ共和国 35 チャレンジ共和国

中高生宿泊研修謝礼 138
職員旅費 中高生宿泊研修日当 11

ロボコン謝礼 125 ロボコン謝礼 125 ロボコン謝礼 215

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

推進

前年度設定

中学生ロボコン（名）

子どもに多様な体験をさせる意味で、優先度が高い。

問題点・課題の改善策検討

22 0

合宿通学の中で懸案となっているボランティアの確保や宿泊場所の
提供について、荒少連のシニアリーダー等に依頼したり、町会会館
以外の宿泊施設を検討していく。

220/11 参加者数/実施校数

参加者数(目標値は定員数)

50 参加者数(目標値は定員数)

合宿通学（名/校）

154 134 129 145

61 44

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

チャレンジ共和国・中高生リーダー宿泊
研修(20年度～)（名） 145

39 50

181/8 188/8 180/8 190/8

負担金補

使用料

555

平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）

中高生宿泊研修宿泊料

少年少女体験教室

少年少女体験教室 0

60 32
中高生宿泊研修 15
合宿通学事業補助金 810

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

4
19

チャレンジ 90

少年少女体験教室

チャレンジ
主な事項

0

70

合宿通学事業補助金 647

60

41

少年少女体験教室

節・細節

合宿通学事業補助金

報償費 チャレンジ

少年少女体験教室

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

懸案事項が解消されることによって、実施校の増が期待でき
る。

中高生宿泊研修

37
少年少女体験教室

申込みをしても参加できない子どもが出てこないようにに、一回の定
員数を増やしたり、複数開催をしていく必要がある。

より多くの児童や生徒に直接体験をしてもらう機会を提供する
ことができる。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況 合宿通学は３区(江東区　江戸川区　台東区）

未実施実施

参加者数が定員数を上回る時があり、申込みをしても参加できない子どもが出てきてしまう可能性がある。ま
た、定員数を超えないようにするため、募集を区報のみに限定している事業もある。
合宿通学の実施校が、17年度の8校から増えていない。

12-04-03



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ●計画 ○非計画

（ ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

1直営

2回10日間
全校実施
340学級

　２１世紀を心豊かにたくましく生きる子供たちを育成するためには、多くの人々とふれあう豊かな体験活動
が必要である。
　そこで、次代の荒川区を担う子供たちに、地域の特性を生かしたボランティア活動や地域体験学習等を取り
入れた学校教育を推進し、郷土愛や福祉の精神の涵養などを図るとともに、豊かな心を育成する。

ふれあい教育………………………区立全幼稚園、小・中学校
小・中学校地域社会体験教室……区立全小・中学校（地域の事業所等での職業体験、ボランティア体験）
街の先生教室………………………区立全小・中学校（地域人材による学校への出前授業）

1. 「ふれあい教育の推進月間」（区立全幼稚園、小・中学校）
年間２回（６月、１１月）を「ふれあい教育」の推進月間とし、以下のような活動を推進する。
・地域で、福祉施設や高齢者施設、異校種でなどでの奉仕活動
・高齢者、障害者、心障学級、幼児、外国人、地域の方などとの交流
２. 地域社会体験教室（平成１４年度～　小中全校実施、平成１９年度～　小全校実施、中学校は希望校のみ実施）
　地域の企業・商店等での職業体験や福祉施設等でのボランティア体験を通して地域を愛する心や思いやりの心を育む
３. 街の先生教室（区立小中学校の全学級を対象）
　専門的な技術や、優れた能力をもつ地域の方々を指導者として迎え、子供たちの授業に対する意欲を高めるとともに地域に
目を向け、地域に対する誇りを培う。
・各学級あたり年間１～２回程度
４. スクールサポート
・教育活動への支援…図書室ボランティア、学校公開週間の安全管理補助員派遣など。

平成７年度から順次実施。街の先生教室は１９年度実績で３３５学級。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

2回10日間
全校実施

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

2,910

地域社会体験教室
街の先生教室

全校実施
241学級 242学級

全校実施
０学級

2回10日間
全校実施
335学級

2回10日間 2回10日間
全校実施
248学級

2回10日間
全校実施
245学級

14年度
ふれあい教育展示会 2回10日間

事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

3,073

3,073
3,073

3,073

2,572

2,977
2,145
427

2,572
5

2,585

3,078
2,413
172

2,585
2

2,593

3,283
2,133
603

2,593
7

2,593

2,593

2,844

根拠
法令等

7

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

ふれあい教育の推進(38-50-50-01)

事務事業の種類

課長名

2,910

都（特定財源）

次代を担う荒川区の子ども達が心豊かにたくましく生きるためには、多くの人々とふれあうことが不可欠必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
2,844

①決算額（20年度は見込み）
予算額

2,910

4,923

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局指導室
内線 ３３８６山根　博担当者名

ふれあい教育の推進

新規事業 20年度 19年度

計画区分

鈴木　明雄部課名

2,844
3,8264,143
2,593

18年度17年度16年度15年度

12-06-03



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

・ボランティア活動の視点を明確にし、多様な体験活動となるような工夫・改善が望まれる。
・荒川区社会福祉協議会、区民生活部、産業経済部、子育て支援部との連携を図り、本事業の充実に努めていく
こと。
・各校からの掲示物をスポーツセンター以外の場所に掲示することも検討する。

　キャリア教育を目指しすべての取り組みが融合するよ
うに関連付けて実施する。

　より実践的な職業観、人生観を育成することができ
る。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）
節・細節

消耗品費（令達・中）

ふれあい展示消耗品費

報償費
一般需用費

街の先生教室講師謝金

消耗品費（令達・幼）

消耗品費（令達・小）

1,310

消耗品費（令達・中） 196
消耗品費（令達・小） 616

1,270
63

金額（千円）主な事項
平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成１０年度　第２回定例会「学校教育にボランティア活動を導入することについて」

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

街の先生教室講師謝金 1,915
地域社会体験教室

街の先生教室講師謝金

670
ふれあい教育・展示会 488

消耗品費（令達・幼）

10

63
561
469

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

中学校ボランティア体験の向上 100.0%

100.0% 100.0%

実施数／学校数

100.0% 実施数／学校数

30.0% 100.0% 100.0% 100.0%

60.9% 82.0%

推進

前年度設定

小学校職業体験の向上

地域と一体となった教育の充実を目指す。

問題点・課題の改善策検討

18 4

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

12-06-03



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○ 建設事業 ● それ以外の継続事業
○ ●
○ 有● 無
○ 法令基準内 ○ 都基準内 ● 区独自基準 ● 計画 ○ 非計画

（ ） （直営の場合 ● 常勤 ○ 非常勤 ○ 臨時職員 ）

経過

終期設定

1直営

1
―

[学校農園]
　体験学習の重要性は、中央教育審議会答申をはじめ各所で指摘されており、自ら課題をもち、自ら考え、自ら解決する
などの「生きる力」を育成するためには、体験学習の機会を拡充することが求められている。このような折、足立区に在
住する方からの申し出により農地を借用できることになったので、これを活用し自然体験、社会体験、勤労体験等の機会
拡充を図る。
[体験型職業教育の推進]
　現在は、小学生が地域の商店等や実際に仕事を手伝う勤労体験、中学生が企業等を訪問する職場訪問など、「地域社会
体験教室」による活動により、将来の職業や進路について考えさせている。しかし、体験活動が断片的で、実社会の仕事
に対する厳しさや勤労の尊さを実感し、子どもたち自身が自己の生き方を考える系統的な教育とはなっていない。
　勤労体験を「総合的な学習の時間」の学習単元として教育課程に位置づけ、児童・生徒一人一人が自己の生き方を考え
る啓発的体験として、教育活動全体の中で意図的・計画的に取り組む。

区立小・中学校の児童・生徒

[学校農園]
・総合的な学習等、教育課程に位置づけて実施する。
・収穫した作物を給食の食材としたり、栽培した草花を地域の施設に寄贈するボランティア活動に生かしたりするなど、
他の活動へ発展させることで豊かな人間性を育む。
・16年度…尾久六、尾久西、三日　　　　　　　　・19年度…尾久六、三日、六日
・17年度…尾久六、尾久西、三日、三峡　　　　　・20年度…三日
・18年度…三峡、尾久西、尾久六、三日
[体験型職業教育の推進]
(1)勤労体験プログラムの実施
・平成１９年度から、中学校においては、学校と幅広く企業等の協力を得て、一週間程度の集中した「勤労体験留学」を
全校実施する。
(2)勤労留学（①職業講話→②職場訪問→③勤労留学（本プログラムの中核）→④新聞作成→⑤発表会
・授業時間や夏休み等　一週間程度集中実施（一日６時間程度）・仕事の手伝いではなく仕事そのものを体験する。
・子どもたち自身が自己の生き方を考える。

 １９年度から勤労留学は、全校にて実施した。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

3
―

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

362

勤労体験留学モデル校
5
2

3 4
1

4
14年度

農園活用校 5
事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

7,950

7,950
7,950

7,950

5,738

7,474
3,603
2,135

5,738
25

3,926

1,834
1,168
2,758

3,926
32

932

932
587
345

932
4

307

307

342

根拠
法令等

12

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

学校農園（38-55-50-01）、体験型職業教育の推進（38-55-75-01）

事務事業の種類

課長名

362

都（特定財源）

学校農園については、自然に親しみ、環境保全の意識を高める。体験型職業教育の推進では、働くことの価値
を、体験を通して理解する。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
342

①決算額（20年度は見込み）
予算額

362

440

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局指導室
内線 ３３８６山根　博担当者名

体験学習推進事業（学校農園、体験型職
業教育の推進）

新規事業 20年度 19年度

計画区分

鈴木　明雄部課名

342
400396
307

18年度17年度16年度15年度

12-06-04



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

全区において１日から５日の中学生の職場体験学習を実施している。本区では平成１９年度から連続５日間の実
施をする。平成２０年度には全区において連続５日間の実施を目指している。

未実施実施

・農園までの交通費が保護者負担となっている。また、現地までの交通が不便なので、子どもたちが足を運ぶ機
会が少なくなってしまう。
・食に関する指導の観点から、子どもに実体験を味わわせ、自ら収穫することの喜びを感じることができる理
科・生活科、「総合的な学習の時間」における指導を見直す。

各校を通じて学校農園についてＰＲを行っていく。
　子ども達の興味関心を高め、積極性を引き出すこと
ができる。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

子どもたちを保護者、学校だけでなく、区民全体に
よって育てていくことができる。

事業所巡回旅費（教員）

253
生徒交通費補助

事業所巡回旅費（教員） 18

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

生徒交通費補助

節・細節

手土産代等
保険料

報償費
一般需用費

報償費

農園指導者謝金
種苗、肥料等購入
事業所謝金

558

300

保険料 32
手土産代等 886
事業所謝金 1,771

300
38

金額（千円）主な事項
平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

H17.1定　「生きる力の育成の取り組みについて」

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

1,010
810

農園指導者謝金 300
種苗、肥料等購入

農園指導者謝金
100

事業所謝金 3,996
手土産代等 1,440
保険料

種苗、肥料等購入

生徒交通費補助
事業所巡回旅費（教員）

0
80
15

50
428
294

役務費
一般需用費

負担金補助

特別旅費

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

学校農園実施率 13.0%

100.0% 100.0%

実施数／小学校数

100.0% 実施数／中学校数

17.4% 21.7% 13.0% 13.0%

10.0% 20.0%

重点的に推進

前年度設定

勤労留学実施率

地域と連携し勤労留学を全校実施する。

問題点・課題の改善策検討

22 0

勤労留学に対する区全体の協力体制をつくっていく。

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

12-06-04



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ●計画 ○非計画

（ ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

1直営

全校実施

　我が国とは異なる歴史や文化、人々の価値観を持つ様々な国々において、技術や知識を活かして開発途上国
の国づくり、人づくりに身をもって協力してきた青年海外協力隊員の方々を学校に招き、現地での体験談とと
もに、子どもたちへの熱いメッセージをいただき、子どもたちの夢や希望を育もうとするものである。

小学校5～6年生及び中学校全学年のうち、任意の学年（学級単位）

・青年海外協力隊として海外で活動した経験をもつ方や、JICA職員などを講師に招き、農林水産、土木建築、
教育文化、スポーツなど７部門１４０種の分野から、体験談を通して子どもたちの夢や希望を育む。あわせ
て、下調べや感想文作成等により、一層の効果の向上を図る。

・実施形態は、講話または交流会とし、一回２時間程度

ＪＩＣＡ本部と実施に向けて検討を重ね、平成１８年度からモデル授業を行い、全校実施となった。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

全校実施

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

全校実施
14年度

実施校数
事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

702

702
702

702

976

702
549
427

976
5

676

639
504
172

676
2

0

0

0

0

0

根拠
法令等

18

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

ようこそ青年海外協力隊(38-55-80-01)

事務事業の種類

課長名

0

都（特定財源）

将来に向けて夢や希望をもって、これからの人生を切り拓いていく子どもを育成するために必要な事業であ
る。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
0

①決算額（20年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局指導室
内線 ３３８６山根　博担当者名

ようこそ青年海外協力隊

新規事業 20年度 19年度

計画区分

鈴木　明雄部課名

18年度17年度16年度15年度

12-06-05



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況 本区の独自の取り組みであり、他区には実践例は無い。

未実施実施

・教育課程への位置付けを明確にし、「生き方トーク」、「街の先生教室」との違いを明確にし、児童・生徒に
勤労観を醸成するよう指導する。

　ＪＩＣＡ地域ひろばと学校の連絡調整を十分に行い、
講師の講演の内容とねらいを明確に示した上で実施す
る。

　ねらいを明確にすることで、児童・生徒の心をさら
に成長させることができる。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）
節・細節

報償費 講師謝金 504 549

金額（千円）主な事項
平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

講師謝金 702講師謝金

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

全校実施 100.0% 実施数／小５、６中１クラス数－ 42.8% 100% 100%

推進

前年度設定

事業として定着してきている。

問題点・課題の改善策検討

0 22

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

12-06-05



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

18年度17年度16年度15年度

28,780
32,11431,523
29,334

看護業務委託(19年度委託料　2,091,941円（清里分　1,022,936円），㈱メディカルアソシア)

担当者名
清里移動教室

新規事業 20年度 19年度

計画区分

鈴木　明雄部課名 教育委員会事務局指導室
内線 3382池ノ谷　誠

①決算額（20年度は見込み）
予算額

30,045

32,798

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

児童・生徒の連帯感や責任感、自主的生活態度を育成するために必要。必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
28,780

4,027
26,018一般財源

その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

小学校移動教室(42-48-25-01，50-01，75-01)
中学校移動教室(42-72-25-01，50-01，75-01)

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

移動教室(清里)実施要綱
根拠
法令等

58

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度

25,308
4,026

29,334

3,941
24,839

4,209
31,142

33,127
31,234
4,117

35,351
55

4,086
28,337

33,059
30,892
1,531

32,423
25

4,793
31,615

37,607
35,493
915

36,408
25

35,673

35,673
35,673

35,673

20年度19年度

18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度14年度
小学校　参加児童数 1,128

29

事項名
1,079
39
892
29

1,088 1,202
43
904 1,140

35

1,122
41
923
32

中学校　参加児童数
39
886 925

38

　　　バス借上げ台数

（単位：千円）

実
績
の
推
移 2828

1,258
43

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

30,045

　　　バス借上げ台数

　教育課程の一環として移動教室を実施することにより、児童の自然に親しむ心を培い、自然と文化について
の理解を深め、豊かな情感を養う。また、集団行動集団生活を体験させることによって、連帯感や責任感及び
自主的生活態度を育成する。

小学校5年生、中学校1年生

【活動例】
・東沢渓谷ハイキング、清泉寮及び清里駅周辺散策、飯盛山、天女山、入笠山登山、オリエンテーリング(清
里少年自然の家～美し森展望台）
・清里周辺施設での体験活動(ほうとう作り、そば打ち、火おこし、バター作り、酪農、林業、木工作り)
・キャンプファイヤー、飯ごう炊さん、星観察、現地指導員学習会、体育館レクレーション
【移動教室運営経費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・賄
費(朝・昼・夕)
・交通費(バス3日間借上げ)
・現地指導員謝金
・看護業務委託(平成16年度から委託契約)
・職員旅費、引率旅費
・消耗品等購入費
・清里高原少年自然の家使用料
・応急治療費、緊急自動車

昭和58年より実施している。

目的

対象者
等

内容

976
33

2一部委託

1,284
42

経過

終期設定

12-06-06



事務事業分析シート（平成20年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

20,040児童生徒輸送用バス 17,321 児童生徒輸送用バス

応急治療費
看護業務委託

22
1,023

152 応急治療費
1,058 看護業務委託

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

推進

前年度設定

生徒参加率

学校の創意工夫を支援し充実させる。

問題点・課題の改善策検討

22 0

参加者/在籍者

100.0% 参加者/在籍者

99.3% 99.6% 97.4% 100.0%

96.5% 95.6%

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

児童参加率 100.0%

96.6% 100.0%

使用料賃

一般需用

使用料賃
負担金補助

役務費
委託料
使用料賃

給食賄、施設使用料

実地踏査、事務従事

緊急乗用者借り上げ
児童交通費補助

10,251
6
2

61
1,163
638

85
実地踏査、引率教員 1,381
児童用しおり 675

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

4

現地指導員謝金 336
実地踏査、事務従事

現地指導員謝金

平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）主な事項

11

240

給食賄、施設使用料 12,192

児童用しおり 665
実地踏査、引率教員 1,160

320
61

緊急乗用者借り上げ

節・細節

児童用しおり

給食賄、施設使用料等

報償費
職員旅費
特別旅費

現地指導員謝金
実地踏査、事務従事
実地踏査、引率教員

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

11,339
緊急乗用者借り上げ

説明会・実地踏査を行うなかで学校と教育委員会との連
携をとり、学校と教育委員会の関係をより密にする。

学校との連絡を密にすることで教育委員会と学校の共
通認識を図り、より円滑な移動教室運営が可能とな
る。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

雨天時の受入施設の確保や施設の老朽化対策、財政面、運営面において効果的・効率的な実施方法の確立が必
要。

40
1,201
20,428

応急治療費
看護業務委託
児童生徒輸送用バス

12-06-06



事務事業分析シート（平成20年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

2一部委託

1,315
43

1,045
62

教育課程の一環として移動教室を実施することにより、児童・生徒の自然に親しむ心を培い、自然と文化につ
いての理解を深め、豊かな情感を養う。また、集団行動、集団生活を体験させることによって、連帯感や責任
感及び自主的生活態度を育成する。

小学校６年生、中学校２年生

各小中学校が教育内容に工夫を凝らして実施している。
【コース例】
・須崎～爪木崎ハイキング　・下田市内散策　・寝姿山登山（ロープウェー）　・河津七滝巡り
・外浦、爪木崎、恵比寿島、まどが浜、田牛サンドスキー場等での磯生物観察、釣り、レクレーション等
・あじの開き、海草押し葉、シーカヤック等の体験学習　・現地指導員学習会　・魚市場見学
・施設見学等（下田海中水族館、小田原城址公園、柿田川湧水、修善寺ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、生命の星・地球博物館）
【移動教室運営経費】
・賄費（朝・昼・夕）・・・給食業務委託
・交通費（小・バス３日間借り上げ、中・ピストン輸送）
・現地用務員賃金、現地指導員謝金
・看護業務委託（平成１６年度から委託契約）
・職員旅費、引率者旅費
・消耗品等購入費
・応急治療費、緊急自動車

昭和58年より実施している。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移 5256

1,131
40

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

32,411

　　　　バス借上げ台数
中学校　参加生徒数

40
886 920

39

　　　　バス借上げ台数 50
783
52

1,202
43
927

1,108 1,103
38
945

1,132
38
912
51

14年度
小学校　参加児童数 1,129

55

事項名 18年度 19年度 20年度15年度 16年度 17年度

20年度19年度

37,850

37,850
37,850

37,850

3,123
32,990

31,305
29,650
6,463

36,113
190

3,512
30,970

34,057
30,162
4,320

34,482
108

3,439
31,205

33,696
30,152
4,492

34,644
110

27,738
3,406

31,144

3,432
24,725

移動教室実施要綱（下田）
根拠
法令等

58

行政評価
事業体系

子育て教育都市[Ⅱ]
心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

体験学習等の推進[04-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（20年度）

小学校移動教室(42-60-25-01,75-01)
中学校移動教室(42-84-25-01,75-01)

事務事業の種類

課長名

4,834
27,577

都（特定財源）

児童・生徒の自然に親しむ心を培い自然と文化についての理解を深め、豊かな情感を養うため、また、集団生
活を通して連帯感や責任感及び自主的生活態度を育成するため必要。

必要性

実施
方法

14年度

国（特定財源）
28,157

①決算額（20年度は見込み）
予算額

32,411

36,346

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局指導室
内線 ３３８２原田　延幸

・給食業務委託（19年度委託料　12,737,443円、㈲下田フードセンター）
・看護業務委託（19年度委託料　2,091,941円（下田分　1,069,005円）、㈱メディカルアソシア）

担当者名
下田移動教室

新規事業 20年度 19年度

計画区分

鈴木　明雄部課名

28,157
33,69334,539
31,144

18年度17年度16年度15年度
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No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

雨天時の受入れ施設の確保や施設の老朽化対策等、財政面、運営面において効果的・効率的な実施方法の確立が
必要。

説明会や実地踏査時に、施設や現地情報及び実施方法に
ついて指導室から担当教員への周知を徹底することによ
り、指導室～学校間及び学校内部の教員間において情報
を共有化し、連携を図る態勢を確立する。

情報の共有により、移動教室実施における類型化され
たトラブルを防止するとともに、連携を図ることでよ
りスムーズに移動教室の実施が期待できる。

改善により期待する効果平成21年度以降に取り組む具体的な改善内容

限られた財源の中で、学務課と連携して小破修繕の優
先順位をつけ、数年単位での修繕計画をたてることが
できるとともに、大規模改修等を計画する際の資料を
得ることができる。

実踏バス、寝具一式借上げ

8,496
児童生徒輸送用バス

実踏バス、寝具一式借上げ 1,959

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成19年度（決算）

児童生徒輸送用バス

節・細節

実地踏査、引率教員等

給食賄

一般賃金
報償費
職員旅費

臨時用務員雇用
現地指導員謝金
実地踏査、事務従事

14,111

197

給食賄 7,114

実地踏査、引率教員 2,362
実地踏査、事務従事 228

210
253

金額（千円）主な事項
平成20年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成18年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

18,814
2,348

臨時用務員雇用 204
現地指導員謝金

臨時用務員雇用
275

実地踏査、事務従事 282
実地踏査、引率教員 2,523

給食賄

現地指導員謝金

児童生徒輸送用バス
実踏バス、寝具一式借上げ

7,824
14,706
1,707

253
179

2,188

委託料

特別旅費

使用料賃借料

使用料賃借料

一般需用費

役務費
委託料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

児童参加率 100.0%

81.2% 100.0%

参加者／在籍者

100.0% 参加者／在籍者

97.4% 98.7% 98.3% 100.0%

94.2% 96.5%

推進

前年度設定

生徒参加率

一層の学校の創意工夫を促す。

問題点・課題の改善策検討

22 0

施設内の老朽箇所、危険箇所の場所及び程度を把握し、
児童・生徒に危険が及ばないよう応急処置を行うととも
に、施設の管理運営担当主管課である学務課に随時報告
する。

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

17年度 18年度 19年度 20年度

生徒用しおり、生活用品等購入 1,246 生徒用しおり、生活用品等購入 1,889
応急治療費、寝具・畳乾燥 838 応急治療費、寝具・畳乾燥 455
看護業務委託 1,024 看護業務委託 1,069

2,160
509

1,125

生徒用しおり、生活用品等購入

応急治療費、寝具・畳乾燥

看護業務委託
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